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読書会
3/18（火）
13時半

写経会
3/2（日）
13時半

映画会
しばらく
休止します

●今年も琉游舎では春の彼岸会法要を行います。彼岸会は亡くなられた方を供養し墓参りを

して先祖を偲ぶ日と思われますが、私の考える彼岸は死後の世界ではなく、この日々の中で

自分なりの安らぎの処（彼岸）を思いそこに安らぎの処を見いだすことです。そして私のい

のちが永遠のいのちとしてあること、それを繋いでくれてきた生きとし生けるものに感謝す

る日です。今年も同時に涅槃会の法要も行います。涅槃会はお釈迦様の命日に行う法要です。

●彼岸会は春分の日の20日に行う法要ですが、お釈迦様の命日が新暦の14日にあたるため、

今年も二つの法要を同時に行うことに致しました。お釈迦様の命日は旧暦の2月15日と言われ

ています。歴史的事実として正しい日かどうかは分かりませが、昔からの言い伝えです。

●2つの法要は儀式の内容も違います。わたしの宗派、日蓮宗が定めた「宗定日蓮宗法要式」

の教科書通りに行うと差定（式次第）が異なることになりますが、わたくしは今回同時に行

う意味を考えて、わたしなりに考えた差定で法要を行いたいと思います。

●法華経は全ての生きとし生けるものが仏となることができると教えます。その教えを唱え

実践した方がお釈迦様です。お釈迦様が今につながる永遠のいのちの始まりです。お釈迦様

の死によって始まった、永遠のいのちを繋いで、受け取り、その先に繋げていくことが、仏

様と共に毎日を生きるということです。3月20日はその毎日を立ち止まってゆっくり省みる日

になればと思います。そんな思いを込めて行う彼岸会・涅槃会法要に是非お越し下さい。

●琉游舎の活動は営利事業ではありません。お布施や供物は一切お構いなきようよろしくお

願い申し上げます。琉游舎は宗教宗派を問わない、すべての方のための開かれた「場」です
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狂言綺語…うたかた
世相を軽佻浮薄と見る人たちは、時代に浮かれるには年を重ね過ぎて気恥ずかしくなってきた主に高齢世

代であることはいつの時代も変わりがないでしょう。かくいう私も若いときは、年上の方々から軽佻浮薄だ
と思われる日々を送っていたに違いありません。その私が今の時代をもし軽佻浮薄と呼ぶならば、ただ歳を
重ねた老いの繰り言にしか聞こえないはずです。世代間の価値観や行動の相違は、変化や成長と呼ぶ波が
浚ってはまた寄せて来る繰り替えしによって、いつの間にか新しい価値観や文化に生まれ変わるのでしょう。
国家が文化や風俗を厳しく統制していた時代が敗戦によって一気に解放され、高度成長を邁進、オイル

ショックを乗り越えてバブル経済で、軽佻浮薄を旨とする大衆文化は頂点に達したと思われます。しかしそ
の熱気と時代を性格づける原動力はバブル崩壊以降、浮かれたくても浮かれられず、熱くなりたくても熱く
なれないままに、軽快で熱を帯びた大波は消え去り、局地的に所々に澱んだ波の塊（泡）がぷかぷか浮かん
でいるだけに見えるのです。その個性とか”らしさ“を自称する塊は、ひとつの大きなうねりとなることもな
く”うたかた“となっていつの間にか消えていくようです。軽佻浮薄の象徴であった大衆文化、国民文化の波
はもはや存在しえなくなり、あとは蛸壺か塹壕とも知れない個性と呼ばれる穴に潜り込むだけなのでしょう。
軽佻浮薄の代表的な唄と言えばクレイジーキャッツのスーダラ節だと思います。無責任男を標榜し、高度

成長期に猛烈に働き、遊び、国民全体が上昇志向の塊となってがむしゃらに生きた時代の象徴のような植木
等は「分かっちゃいるけどやめられない」というフレーズで自虐的に自らを時代の鏡に映し出していました。
時代を代表する彼の軽薄さと熱意と生真面目さ、そして何よりも人間洞察の末の諦念が「分かっちゃいるけ
どやめられない」の言葉に表れているのではないかと私が思うようになったのは、もはや軽佻浮薄の波に乗
る歳でもなくなり、時代の表層に漂うことで生きる糧を得る必要がなくなってからです。植木等の父上は浄
土真宗の僧侶にして熱心な社会運動家でした。息子がこのような無責任で開き直ったような唄を歌うことを
父が許してくれるだろうかと、おそるおそる聞かせたところ、「スーダラ節の文句は真理を突いている。あ
の歌詞は親鸞の教えに通じる」と述べたとのことです。「分かっちゃいるけどやめられない」の言葉は、親
鸞聖人が「罪悪深重煩悩熾盛」と自覚することで辿り着いた他力本願の教えに通じると、言っているのです。
人は「苦」に満ちたこの世界（苦海）を泳ぎ切らなければ溺れてしまいます。この苦海を罪悪深重煩悩熾盛
の重い業を背負ったままでは泳ぐことも出来ません。だから「分かっちゃいるけどやめられない」と軽佻浮
薄の浮き輪を身に纏い、罪悪深重煩悩熾盛の身のままにこの娑婆世界を泳ぎ切るのだと言う思いが「スーダ
ラ節」の歌詞に込められていると言うことなのです。「分かっちゃいるけどやめられない」と自らに言い続
けることが、昭和の時代の無責任男の他力本願、念仏だった言ってしまうと熱心な信者の皆さんから大変な
反発とお叱りを受けるかも知れません。しかしその言葉は昭和の高度成長期の人々の心を捉え、罪悪深重煩
悩熾盛の自覚を「分かっちゃいるけどやめられない」との言葉に変えて唱え続けることで、時代の苦海を泳
ぎ切ることを可能にしたのです。軽佻浮薄（無責任男）の自覚を持っているからこそ「分かっちゃいるけど
やめられない」の浮き輪を身に纏うことができ、世相の波となって世の中に新しい価値観や文化を生んでき
たのでしょう。逆に、私が何であるかの自覚も葛藤もないところでうたかたとなって漂う無自覚者の行動や
言葉は、世相の波を澱ませ、いずれその澱みが腐敗し腐臭を発して世相を蝕んでいくのでしょう。
ネットやTVから聞こえてくる声はいずれもうたかたとみて、消え去っていくだろうと思えば気にならな

いのですが、弔いに関する声に限れば、私としてはそのまま放置するわけにはいきません。「弔い」は弔う
者（生者）がこれからどのように生きていくのかと言うことを、弔われる者（死者）を通して自らに問いか
ける行為だと私は考えるからです。生者がどのように死者をもう一つの世界に送り届けるかが、弔いの形と
なって現れるのです。もちろん弔いのカタチは時代や社会構造の変化と伴に変わっていくことは必然です。
逆に変わるべきものでしょう。ただ、弔いの本質を自覚しないで表層（形式）だけで弔いのカタチを変えて
いくことは、死者に対する冒涜であり、生者自身を貶めていることに気がつかなければなりません。弔いの
本質は何かと言えば、それは死者が今まで生きてきたいのちを生者が受け取り、そのいのちを頂いて永遠の
いのちとして共に生き、繋げていくことです。いのちの相続を死者と生者の間で行うことが弔いなのです。
弔いの場（葬式）でAIで死者の言葉と姿を蘇らせ、生者と死者が会話するアトラクションのような葬儀や、

お棺に体験入棺する人々が弔いの新しいカタチとしてTVで紹介されていました。弔いをショーとして見な
いとこのような発想は浮かんでこないでしょう。ショー化することで哀しみを少しでも和らげられると考え
ているのでしょうか。入棺体験をすることで死者に寄り添うことができると考えているのでしょうか。死者
とAIを通して会話することで、死者の気持ちに共感できると考えているのでしょうか。これ以上コメントす
る気にはなれません。弔いはショーでも見世物でもありません。死者のいのちを頂く、いのちといのちのや
りとりの場です。この無自覚の軽佻浮薄の風潮がうたかた（泡沫）として消え去れば良いのですが、無自覚
のバブルが集まり、世の流れを堰き止めてしまうようになると、世は腐臭を漂わせることになるでしょう。
軽佻浮薄の浮き輪は、罪悪深重煩悩熾盛の身が死を迎えるまで泳ぎ続けるために必要な道具なのです。こ

の自覚があれば、私たちは一時で消え去るうたかたの生ではなく、誰かが繋ぐ永遠のいのちの生を担うこと
ができるはずです。儚く消え去ると思えたうたかたのそれぞれが、世の波に軽やかに浮かんでいるうちに集
まり、渦となり大きな波へと変わっていくこと、それが永遠のいのちをつなぐことなのだと考えます。


